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4忌詞
　　委16－1

　　委16－2

5．　出席者

崎和47年12月27日伽

午後2時～2時半

宇宙開発委貝会会議室

（1）新委負授あいさつおよび肇負長代理の

　指名

（2）宇宙開発用輪入物品の閨税免除につ一いて

箆16回宇窟開発委藁会1定例会議）識事要旨

宇窟開発用陶入吻晶の関祝免絵につ吟て

　字宙開肇委貝会委貝長　　　　　　　　前

・　　　〃　　　委　員　　　　　　　　山

　　　　〃．　　　　〃　　　　　　　　　網’

　　　　〃　　　　　　〃　　　　　　　　　　八

関係省庁職貴等

　科学技術政務次官　　　　　　　　　　研
　科学技術庁研究調：整局長　　　　　　G千

　　　　〃　・　　〃　　宇宙開発参事官山
　　　　〃　’　　〃　　宇宙開発課長　　野

　科学技術庁長官秘書官事務取扱　　　　松

　文部省大学学術局舞議官　　　　　　　笠

　運輸省大臣山房参事官佐

・田　佳都男

県　昌　夫

島・　　毅．

藤　東　禧

藤　宗一郎

菓　　　博

野　正’登

　ロ　一　節

原　伸　一

木　三　郎

1代理：鈴木）

藤　久　衛

’‘代理：池田）

　気象庁総務部長

　　　；　企画課気象衛星準情室：

　海上保安庁総務部長「

　郵政省電波嘘培局i蕃議官

　建設省大臣官房技術参事官

　．享宙開発事来団システム言爾部長

三筋局

　　科学技術庁研究満三局宇宙企両課長
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　　新委貝長あいさつおよび委粗鉱代理の指南

　　前田佳都蛸新委負長から、‘薪仕のあいさつがあり、一山嚥昌

　夫委負が引き紬き委員長代理に指名された。

（2｝前回議事要旨について

　　第16回宇宙開発委員会（定例会講）議事要旨が確誌され

　た。

（3）宇宙醗腓畝三品の鵬免除についで

　　科学技術庁研究調整局宇宙開発課長か一ら資料委16－2に

　ついて説明が行なわれたのち、以下の質疑応答が行なわれた。

八藤：資科委16－2の「メーカーに一旦入れ」という表現は

　一どういう意味か。．

宇宙開発謙長：「メーカ二が輪入し宇宙開発事心打に納品する1

　　の意味である。

●



八藤：丁向事采団が輸入する物品」には、こうしたメーカーが翰

　　入する物品も含まれるのか。

宇宙蘭発諜長：含まれる。

八三：免税の豫範囲はど弊・．　一　　’討
宇笛開発課長：今回、要求している国内措配では・、地上設縮を含

　　めた関係機褥を免税対象に含めている。

八藤：今回、改正される予定の関税癒定措三法の期嗅はいつまで

　：か。

宇宙開発課長＝略和50年3月3ユ日までを亭定しでいる。
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昭和48年度における通信衛星および

敢送：衛星峰閨する純費の見積りについ

て1案）

昭和48年ユ月13日

宇宙開発門下削

回ノ（渉

　　　㈱48回廊ける宇即発騰翻の見髄のうち・郵政
●省から要望のあった実紬の中轡止通信催および実鹸用の

　　中孤山星に関する礫の賑りは・次のと油である・

　　1　基本方・針

　　　　増大する階下醜び教育灘號解消・鴎放欝の

　　　放送霰門脈対処するための大裾融繍蝋画獄
　　　型継催鹸現する灘として・勲用の中獺融通信衛

　　　齢よび畳用の下冷四隅を㈱5・鞭を目途に無し

　　　打ち上げるこζが、関鰍関から螂鼎されていること騰

　　　み、両衛星について所要の開発研究を行なう。

6皿 j囁hづき、㈱48罐においては、実卿中

　　　獺静止繍衛星および実験用の中型放送難醐する舗シ

　　　ステムの研究を行なうとともに、衛星搭載用機器の研究を行な

　　　　うむ

　　　班昭和48年照紳て皿の事辮行なうに必麟韻

　　　　Hの事茱を行たうに必要な経費は別裏のとおりである。
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